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 第 5 章では新学制発足時には「学歴」認定の対象外とされ、初等教育機関卒業の資格しか残らな
かった元乙種飛行予科練習生の戦後の動向について、特に高度経済成長期における「学歴」認定の
請願運動に焦点をあてて論じている。学歴化が進展する戦後において、旧軍人団体である予科練雄
飛会が関係省庁に対し中等学校卒に対応する「学歴」の請願運動を展開していたこと、これには単
にキャリアアップといった待遇の改善のみではなく、「予科練くずれ」という烙印を払拭し自尊心
を回復する側面もあったこと、そこには予科練ゆかりの地であった阿見町に慰霊塔を建設しようと
した行動にも通底するメンタリティを指摘できることが明らかにされている。 
 終章において著者は、本論文の要約を行い、これまで等閑に付されていた予科練制度の成立と教
育史的展開の検討を行ったことで、軍関係教育機関と文部省所管学校の制度的関係を明らかにした
ことを本研究の意義としている。著者は、将校養成機関とは別途に、経済的に進学が厳しい「遺賢」
を念頭に置いて発足した予科練制度が、戦前の中等教育機関との関係を曖昧にしたまま戦後に終焉
したこと、これが新学制発足後の「学歴」認定問題において精算すべき矛盾として露呈し、その矛
盾が泥縄式の対応によりうやむやにされたと述べている。これは昨今注意されている経済的徴兵制
と自衛隊の問題を議論する際にきわめて示唆的であるとして、著者はここから、従来省みられるこ
とのなかった学校と自衛隊の位相に焦点を当てて、戦後教育史像を再構築することが今後の課題と
なるとしている。 
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は、従来教育学や教育史学の分野からの検討が、ほとんどなされてこなかった予科練制度
について、その構想段階である前史から、その教程を経た訓練生が置かれた戦後の状況までを一貫
して論じた本格的な研究である。それに加え、文部省所管の学校で獲得できる「学歴」、およびそ
れに準じて軍内に設けられた将校養成機関で得られる（「軍歴」を読み替えた上での）「学歴」と、
予科練における訓練や教程といったいわば学習プログラムによって得られる経験や経歴とを対比
することで、教育とは何か、そして学校で受ける教育とは何かという根本的な問題を考える上で極
めて示唆に富んだ論文となっている。また論を進めるに際しては、先行研究に十分な目配りをする
とともに、「公文備考」を初めとした陸海軍および文部省の政策文書といった基本的史料に加え、
全国各地に点在する公文書、学校文書、地方新聞にも目配りをして緻密に論述しており、真摯に史
料を渉猟する姿勢とその能力、および分析力は高く評価できる。 
令和元年 10月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（教育学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
